
1 はじめに 

近年，我が国では生涯未婚率が高まっている．結婚
が成立する人とそうでない人の違いを解明することは，
結婚する人を増加させることの一助となり，少子高齢
化や人口減少といった現代の日本が抱えている人口問
題の解決へとつながる． 

我々は，市民一人一人の状況を分析することで，結
婚が成立する人の特徴を導出できるのではないかと仮
定した．そこで本研究では「社会階層と社会移動全国
調査（SSM調査）」を用いて分析を行い，婚姻に至る
影響を及ぼしているであろう要因の推定と得られた結
果より，推定を行う． 

2 使用したデータについて 

SSM調査は，1955年以来，10年に一度行われている
大規模調査である．第1回調査(1955年)から第6回調査
(2005年)までのデータは，オープンデータとして，東
京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイ
ブ研究センターにおいて公開されている1)．本研究で
はSSM調査の1995年，2005年のデータを使用した．
我々は今回この2つのデータの共通する質問項目を洗
い出し，2つのデータを統合させて分析を試みた
(n=8395)．SSM調査1995年，2005年の概要はTable 1の
通りである． 

Table1: SSM調査の概要 

 SSM(1995) SSM(2005) 

抽出方法 層化多段・等間隔抽出 層化2段・等間隔抽出 

抽出台帳 選挙人名簿 選挙人名簿，住民基本台帳 

調査方法 訪問面接法 訪問面接法，訪問留置法 

調査開始年月 1995年10月 2005年11月 

母集団地域 日本全国 日本全国 

母集団性別 男女 男女 

母集団年齢 20-69 20-69 

標本数 4,032 13,031 

回収数 2,653 5,742 

回収率 65.80% 44.06% 

3 データ分析 

我々は離散時間ロジットモデルを用いて分析を行っ
た2)．離散時間ロジットモデルはある時点tまでにイベ
ント（今回は結婚）が発生していないという条件のも
とで，t時点でイベントが発生する確率（ハザード確率）
を予測するモデルであり，以下の式（1）（2）で表さ
れる．なお，P（t）はハザード確率，b（t）は時間変

数， は共変量， は回帰係数，nは説明変数を表す． 

  …(1) 

 …(2) 

計算結果の一例を以下に示す． 

 

Table2: 離散時間ロジットモデル（15-25才） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表より最終学歴が新制高校や大学だとz値が低く，p

値も0.05を下回っているため有意な変数であること，
この年齢帯では高学歴であると結婚が成立しにくいこ
とが分かった. 

これを用いて予測を行ったところ，RMSEが5.68，
MAEが4.56となった. 

4 おわりに 

今回は1995年と2005年のデータを統合して結婚確率
の推定を試みたが，統合の際にうまくいかなかった点
があり，データとしては改善の余地があるため，デー
タや手法を見直して誤差を縮めていくことを今後の課
題としていきたい. 

本研究での分析にあたり，東京大学社会科学研究所
附属社会調査・データアーカイブ研究センターから，
SSM調査データの提供を受けた．記して感謝を表した
い．  
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概要－   結婚が成立する人とそうでない人の違いを解明することは，少子高齢化や人口減少など，
日本が抱える人口問題の解決へとつながる．我々は，大規模社会調査である「社会階層と社会移動全
国調査（SSM 調査）」の個票データから市民一人一人の状況を分析することによって，市民属性に
よる結婚行動への関連性や，結婚年齢推定を行う．本研究では，1995 年と 2005 年の SSM 調査デー
タを統合し分析を行ったところ，調査項目の違いや定義の不一致などから，分析項目は限定されるも
のの，結婚行動へ影響を与える市民属性を明らかにすることを試みる． 
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